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南
北
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区
別
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を
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ぐ
っ
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《
天
心
の
地
域
論
対
照
表
》

1
　
旅
行
日
誌
　
　
　
二
（
九
四
〒
ぜ
⊥
一
ご

E
支
那
旅
行
講
演
メ
モ
（
菟
四
士
茜
お
よ
び
一
〒
；
講
演
）

脛
　
支
那
美
術
二
就
テ
　
　
　
（
講
演
筆
記
録
）

W
支
那
の
美
術
　
　
　
　
（
一
（
九
四
σ
二
出
ヨ
講
演
筆
記
録
）

V
　
支
那
南
北
の
区
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
（
九
四
．
三
）

・
一
〇
摩
O
ぼ
昌
O
O
5
0
昌
卑
δ
昌
鵡

・
支
那
二
通
性
な
し
　
地
方

・
支
那
ハ
単
独
ノ
国
二
非
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
・
第
一
支
那
に
付
て
感
じ
ま
し
た
の
は
支

・
夫
れ
欧
州
に
通
性
な
し
。
・
：
・
：
禺
域
蹟

性
・
O
ゴ
ヨ
ロ
導
国
g
8
①

の
差
ヲ
思
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
年
代
ノ
差
別
モ
ア
リ
地
方
ノ
差
別
モ
ア
リ
年

シ
テ
一
種
の
欧
羅
巴
ナ
生
欧
州
ノ
幾
種
ノ
人
麗
ヨ
リ
成
立
チ
タ
ル
如
ク
支
那
モ

　
　
　
い
と
云
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
支
那
が
無
い
と
云
う
と
可
笑
し
い
や
う
で
あ
り
ま
す
が
、
言
を
　
　
　
申
し
ま

漢
、
其
間
に
一
定
の
通
性
な
き
も
、
亦
之
に
外
な
ら
ず
。

特

F

代
ヨ
リ
地
方
ヲ
憶
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

亦
幾
種
ノ
人
種
ヨ
リ
成
立
チ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
地
方
の

す
れ
ば
支
　
と
云
う
通
性
は
捉
ち
へ
難
回
と
一
う
こ
と
で
ご
ざ
り
ま
す
。
蜘
網

の

・
一
定
ノ
性
な
し
　
人
民
ノ

特
質
ア
ル
カ
為
メ
ニ
欧
州

巴
に
は
通
性
な
き
が
如
く
、
支
那
に
も
通

会
一
社
国
中

性
質
力
今
日
二
於
テ
大
二
異
リ
居
ル
ハ
自
然
ナ
リ
欧
州
二
口
人
種
ア
ル
カ
如
し
　
欧
に
通
性
な
き
力
如
く
支
那
二
通
性
な
し

全
体
ヲ
包
含
ス
ル
通
性
ナ
キ
カ
如
ク
支
那
ノ
通
性
亦
提
ラ
へ
難
カ
ル
ヘ
シ
。

性
が
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
…
…
支
那
の
こ
と
に
付
き
ま
し
て
は
我
々
．
は
是
れ
は
唐
、
是
れ
は
漢
だ
、
是
れ
は
元
明
だ
な
ど
と
時
　
の
差
違
を
申
し
ま
す
が
、
尚
ほ
深
く
支
那
の
性
質
を
探
り
ま
し
た

■

一

な
ら
ば
此
外
に
地
方
の
差
別
か
ら
生
ず

る
　
　
が
あ
り
ま
し
て
、
一
定
に
支
那

は
ロ
　
だ
と
一
っ
た
時
に
そ
れ
を
認
め

る
ζ
と
は
誠
に
難
い
だ
ら
？
己
　
．

。
支
那
南
北
ノ
外
好
名
祷
ヲ
求
ム
レ

・
支
那
人
ノ
区
別

・
支
那
美
術
ノ
発
逮
ヲ
論
ス

・
支
那
の
国
の
大
体
か
ら
云
っ
た
な
ら
ば

・
此
の
如
く
面
目
を
異
に
す
る
も
の
は
何

楠

ハ

江
南
河
北
不
明

ル
ニ
於
テ
ハ
支
那
二
於
ケ

其
中
に
於
け
る
地
方
の
差
別
ど
云
う
も

そ
や
。
…
・
：
退
い
て
　
を
　
　
る
に
、

8
1

①
河
民
黄
河
沿
岸
②
江
民
揚
江
沿
岸
③
南
辺
広
東
当

　
南
宗
北
宗
　
不
正
差
別
多
し
然
レ
ト
モ
大
別
五
種

ル
異
分
子
ヲ
察
知
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
コ
ト
是
レ
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ド
巨
・
今
同
国
二
於
ケ
ル
異

の
も
余
程
余
計
で
陰
け
れ
暉
な
ら
ぬ
。
そ
れ
を
只
だ
一
の
南
と
か
北
と
か
云
う
だ
け
の
も
の
で
差
別
す
る
の
は
不
足
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

支
那
の
地
勢
、
元
と
南
北
の
別
あ
り
て
、
自
つ
か
ら
其
特
性
を
現
出
せ
る
を
以
て
に
非
ざ
る
な
き
か
。

一

分

④
北
辺
燕
趙

〔
河
？
〕

分
子
ヲ
枚
挙
ス
レ
ハ
其
細

あ
り
ま
　
う
。
　
大
き
く
分
つ
て
も
五

・
今
仮
り
に
⑤
前
　
　
　
の
西
　
諸
　
を

①
江
辺

ナ
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
サ
ル

つ
や
六
つ
の
区
別
は
　
ず
る
で
あ
ら
ユ
．

・
重
凶
O
＝
肪
葺
O
弓
巴
目
目
①
o
暁

〔
江
？
〕

ヘ
シ
ト
雌
モ
地
方
二
就
テ

此
所
で
は
極
く
④
北
部
の
蒙
古
、
満
州

州
を
去
り
、
南
は
3
　
度
南
洋
の
影
響

区

段
ニ
ロ
O
音
ロ
げ
9
幕
O
ロ
2
乱
目
Ω

②
河
辺
四
州
湖
南
北

之
ヲ
区
別
ス
レ

侭
ど
と
云
ふ
も
の
は
支
　
の
直
接
の
文

を
承
け
た
る
雲
南
広
　
等
の
諸
省
を
省

m
や

安
〔
徽
∀
江
西
・
江
蘇

剖
⑤
親
及
③
南
海
部
ヲ

化
に
参
し
ま
　
ん
か
ら
之
を
除
き
、
そ

き
、
支
那
文
化
の
中
央
を
以
て
之
を
論

⑥
西
蔵

除
キ
中
国
ニ
テ
少
ナ
ク
モ

れ
か
・
3
雲
南
、
印
度
、
緬
旬
な
ど
の

翻
①
蘭
測
と
②
劉
出
と
を
中
心

域

④
蒙
古
⑨
雲
南
・
広
東

②
轍
①
歯
及
⑥
鋼
ノ
一
　
二
帰
ス
ヘ
シ
…
…

極
く
南
部
で
支
那
人
も
蛮
子
と
称
す
る
位
の
南
の
野
蛮
で
1
北
の
文
明
上
か
ら
、

と
し
て
、
少
な
く
も
南
北
二
秘
の
差
遠
を
見
る
べ
し
。
．

⑥
海
辺

支
那
以
外
ノ
分
子
ヲ
台
ミ

云
へ
ば
ー
あ
り
ま
す
か
ら
此
方
も
除
き
、

・
今
試
み
に
南
北
の
中
心
た
る
、
黄
河
と

論
ス
レ
ハ
支
葉
二
渉
ラ
サ

又
⑤
西
の
方
の
西
蔵
な
ど
も
除
い
て
、

揚
子
江
と
の
気
勢
相
異
な
る
所
を
挙
げ

地

身

ル
ヲ
得
サ
ル
ヲ
嵐
テ
今
日

全
く
　
　
の
　
化
の
申
O
で
あ
っ
た
中

て
、
識
者
の
教
を
請
は
ん
と
欲
す
る
な

二

ハ
仮
リ
ニ
南
部
北
部
ノ
区
－
別
二
就
テ
鄙
　
ヲ
疎
ヘ
ン
・
余
試
二
河
辺
江
辺
の
字
ヲ
以
テ
之
ヲ
分
タ
ン
ト
ス

り
。

」
　
　
　
1



1
旅
行
日
誌

皿
支
那
旅
行
講
演
メ
モ

1
支
那
美
術
二
就
テ

W
支
那
の
美
術

V
　
支
那
南
北
の
区
別

ト
ヨ

土
風
三

・
山
川
　
　
　
（
北
）
　
（
南
）
　
　
荒
原
　
　
山
脈
　
　
水
漉
　
　
水
多
し
　
　
寒
　
　
　
暖
　
　
木
材
な
く
木
ア
リ

・
此
差
違
の
中
で
第
一
に
山
川
風
土
の
差
違
を
以
て
見
て
も
余
程
の
差
違
が
あ
り
ま
す
。
…
…

゜
黄
河
の
辺
は
、
噴
野
千
里
又
千
里
、
殆
ど
窮
極
な
る
所
な
き
が
如
し
。
・
…
：

活
生
四

似
崔
♂
『
Φ
昌
8
0
h
ヨ
餌
昌
ロ
角
国
昌
α
O
ロ
o
0
8
日
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r。
生
活
泥
屋
　
　
木
竹
　
　
　
車
　
　
舟
　
　
　
不
潔
　
　
清
潔
　
　
　
力
耕
　
　
豊
饒
　
　
　
質
検
　
　
奢
修

，

・
地
勢
風
土
の
工
合
が
そ
れ
程
違
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
生
活
の
風
が
又
従
つ
て
違
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

・
風
土
既
に
同
じ
か
ら
ず
、
生
活
亦
随
つ
て
趣
を
異
に
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
…
・
：

種
人
五

・
人
毬
　
H
古
来
雑
種
ナ
ル
コ
ト
　
⇔
黄
一
　
白
　
　
肥
　
　
痩
　
　
大
　
　
小
　
　
眼
黄
　
・

・
支
那
国
民
の
i
租
族
に
非
ざ
る
は
、
固
よ
り
予
が
言
を
持
た
ず
と
錐
も
、
河
江
両
辺
人
民
の
容
貌
体
格
、
実
に
著
し
き
差
あ
る
に
似
た
り
。
…
…

串
、

・
黛
自
舘
雪
8
9
冨
昌
o
q
葛
面
①

・
言
語
H
古
来
雑
種

・
そ
れ
か
ら
尚
ほ
外
の
差
は
言
語
の
上
で
あ
り
ま
す
。
…
…

・
又
言
語
の
差
違
の
如
き
、
固
よ
り
ム
「
日
に
始
ま
り
た
る
に
非
ず
。
…
：
・

治
・
①
～
④
三
代
秦
漢
ハ
純
粋
河
民
ノ
開
化
ナ
リ
⑥
六
朝
ハ
江
河
水
ヲ
交
シ
タ
ル
の
時
⑥
唐
ハ
則
チ
河

・
政
治
①
禺
貢
九
州
　
ハ
北
辺
②
周
時
楚
二
分
管
な
し

　
　
昏
．
　
　
　
　
　
　
「
　
1

・
そ
れ
か
ら
政
事
上
に
於
て
も
亦
此
の
区
別
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
ひ
ま
す
。
⑧
禺
・
貢
九
州
の
事
ほ
色
々
の
論
も
あ
り
ま
す

・
政
治
の
変
に
於
て
も
、
此
二
分
子
の
動
揺
を
窺
ふ
ぺ
し
、
①
三
代
の
治
は
河
辺
に
在
り
。
②
春
秋
戦
国
に
至
り
て
も
、

民
的
に
混
合
シ
タ
ル
ノ
盛
代
な
り

呉
ハ
寿
夢
以
前
二
中

が
、
或
は
あ
の
時
分
か
ら
し
て
支
那
全

諸
侯
に
覇
た
る
者
は
皆
河
辺
に
在
り
。

⑦
五
代
ハ
則
チ
江
の
盛
ン
ナ
ル
ヲ
致
ス
ノ
時
な
り
　
⑧
宋
ハ
則
チ
江
民
的
二
開
発
シ
タ
ル
精
華
な
り
⑩
元
朝
の
風
沙
ハ
北
辺
の
気
習
ヲ
入
レ
タ
ル
ニ
拘
バ
ラ
ス
未
タ
大
国
ヲ
一
新
ス
ル
能
ハ
ス
　
　
結
果
ハ
支

　
　
国
島
通
セ
ス
鯉
）
聲
勢
忙
サ
ス
⑤
六
朝
⑥
唐
南
方
未
タ
　
　
開
セ
ス
　
　
中
間
，

国
を
持
つ
て
居
ら
な
い
で
あ
つ
た
と
云
ふ
説
も
あ
つ
た
が
、
恐
ら
く
は
さ
う
で
あ
つ
た
ら
う
か
と
思
ひ
ま
す
。
…
…
又
③
秦
の
始
皇
が
天
下
を
取
つ
て
六
国
の
後
を
亡
ぼ
し
て
も
江
辺
に
モ
の
後
が
残
つ
て
居
り
ま
す
。
…
…
之
れ
を
以
て
見

…
③
秦
天
下
を
統
一
し
て
、
呉
尚
未
だ
亡
び
ず
。
…
…
亦
江
辺
の
秦
制
を
承
く
る
こ
と
少
き
を
見
る
に
足
ら
ん
。
④
劉
項
の
天
下
を
争
ふ
や
、
江
の
始
め
て
河
を
窺
ふ
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
、
大
勢
は
猶
河
辺
の
戦
に
依
り
て
定
ま
る
。
・
…
：

那
ノ
統
一
ヲ
破
リ
タ
ル
ニ
過
キ
サ

⑧
宋
北
辺

て
も
支
那
は
統
一
し
な
い
で
北
に
依
つ

南
陽
草
置
に
三
分
を
画
し
て
よ
り
、
呉

ル
へ
し
・
元
四
大
家
の
如
キ
瓢
逸

⑨
遼
金
北
辺

て
居
つ
た
云
ふ
こ
と
が
分
り
ま
す
。
④

蜀
は
大
勢
を
南
下
し
、
⑤
六
朝
の
風
雲

　
ハ
宋
の
遺
風
ヲ
　
と
錐
ト
モ
亦
外
　
国
人
の
政
府
二
対
し
不
平
ヲ
洩
ラ
　
ス
ノ
結
果
ナ
ル
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
　
⑪
’
明
ハ
復
唐
ヲ
計
リ
タ
レ
ト
モ
胡
塵

⑩
元
⑪
明
⑫
清
北
辺
　
　
　
　
　
　
｝

漢
の
時
に
は
幾
分
か
広
が
つ
て
も
来
ま
じ
た
ら
う
が
、
其
中
心
は
長
安
或
は
洛
陽
に
在
て
南
の
部
分
に
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
⑤
六
朝
の
時
に
な
つ
て
余
程
揚

は
江
河
を
一
鼎
に
和
味
す
る
の
機
会
を
与
へ
た
り
。
…
…
⑥
唐
代
に
至
つ
て
国
家
の
体
面
、
一
変
し
、
文
物
法
象
此
に
至
り
て
近
代
と
古
風
を
分
つ
所
以
の
も
の



ノ
後
統
一
難
し
　
模
倣
ノ
ミ
ニ
テ
新
気
カ
ヲ
発
セ
ス
し
て
止
ム
⑫

子
江
と
黄
河
の
水
を
交
ぜ
る
機
会
を
生
じ
て
、
⑥
唐
の
文
明
の
燦
然
華
を
開
い

は
、
河
中
に
江
水
を
投
じ
た
る
に
依
ら
ざ
る
な
か
ら
ん
や
。
…
…
而
し
て
当
時
　
　
　
　
　
一

清
ハ
咀
ノ
制
ヲ
改
メ
ス
・
Ω
試
畠
尻
o
自
掃
9
毛
げ
①
コ
叶
蕃

た
所
は
即
ち
此
二
つ
の
分
子
が
能
く
化
し
た
　
で
あ
り
ま
せ
う
。
…
＝
・
其
後

大
勢
猶
河
辺
に
在
り
。
…
…
⑦
五
代
の
、
変
乱
は
重
ね
て
江
河
を
湧
か
し
た
れ
ど

政

悼
o
o
ヨ
匪
ロ
窃
〉
㎝
聰
帯
0
8
’
毛
げ
魯
［
H
目

⑦
五
代
に
な
つ
て
は
勢
を
引
付
け
て
揚
子
江
の
辺
に
至
ら
し
ぬ
、
⑧
宋
に
な
れ

も
、
其
結
果
は
中
心
を
一
層
南
下
せ
し
め
た
り
。
⑧
趙
宋
の
沐
に
都
し
、
尋
い

け
帯
葺
o
ロ
o
q
霧
げ
8
0
日
2
0
話
↓

ば
河
の
方
の
分
子
が
な
く
な
つ
て
支
那

で
南
渡
し
允
る
が
如
・
き
は
、
政
治
以
外

O
H
毛
＝
O
ロ
o
ロ
O
掃
鍔
ず
拐
O
亭
養
鴫

の
中
゜
心
は
転
じ
て
揚
子
江
に
在
り
ま
し
泪
。
丁
度
漢
だ
と
か
周
だ
と
か
黄
河
代

に
河
民
を
置
き
た
る
の
み
。
蓋
し
宋
は
、
周
漢
が
河
に
於
け
る
如
く
、
中
の
　
神

表
者
で
あ
る
が
如
く
、
宋
は
揚
子
江
の

劃
掴
せ
る
も
の
な
り
。
中
央
集
権
の

七

　
　
　
　
　
　
　
↓
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

代
表
者
で
あ
つ
て
支
那
の
代
表
者
で
は
ー
な
い
。
そ
れ
か
ら
し
て
⑨
遼
だ
の
金
だ
の
が
あ
り
、
又
⑩
元
な
ど
が
起
づ
て
勢

制
の
如
き
は
、
著
し
き
変
化
な
る
べ
し
。
⑨
藩
鎮
力
弱
く
、
遼
金
を
駿
魍
せ
し
め
、
覚
に
胡
馬
を
躁
踏
せ
ら
る
》
に
及
ん
で

が
北
の
方
に
移
つ
た
。
政
事
上
の
勢
は

は
、
河
江
共
に
影
無
し
。
⑩
元
代
は
…

」

術
美
八

＊
「
旅
行
日
誌
」
、

「
支
那
旅
行
講
演
メ
モ
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
支
那
美
術
に
就
テ
」
」
は
平
凡
社
版
全
集
第
五
巻
、
傍
線
．
数
字
は
箪
看
に
よ
る
。
と
く
に
数
宇
は
対
照
の
便
宜
の
た
め
に
付
け
た
。
1
の
漢
文
メ
モ
は
日
誌
第
一
分
冊
、
皿
！
二
、
七
は
一
〇
月
三
一
日
の
記
事
。

「
支
那
の
美
術
」
は
同
第
三
巻
所
収
。


